
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  自分の足で  ～ 心の節を造る三学期に ～ 

なかよし苗代っ子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 １月号  
苗代小学校校長  広見 理恵 

T E L  0761-22-1041 
F A X  0761-22-1059 

e-mail：nosiro-e@kec.hakusan.ed.jp 

お知らせです 
 

① 特別防衛施設設備調整交付金の助成を受け、 

  令和５年度：冷凍庫２台  令和６年度：デジタル教科書、糸のこ、カラーマット 

  を購入しました。大切に使わせていただきます。 

 

② 様々な分野で活躍している苗代っ子。習い事や取り組んだこと、応募などで素晴らしい成果を上げて

いる子も多いと思います。入賞したことや努力したことなど、いつでも校長まで知らせて下さいね。 

 

 

 

 

 あけましておめでとうございます。本年も宜しくお願いいたします。 

この冬休み、保護者の皆様・子どもたちはどのように過ごされたでしょうか。 

 今年は巳年にちなんで、始業式には「へびのように成長・脱皮すること」について話しました。 

干支は「きのとみ」＝「草木がのびるように、しなやかに前進・成長する」とのことで、子どもたち

一人ひとりの「努力が実を結ぶ一年」になるように願っています。 

 

 また今年は昨年に引き続き「竹の節」の話をしました。竹はあんなに細いのに大雪や風に耐えられ

るのは「節」があるから。人間にとっても節があり、一つ目は「節目」。「節目」で、自分をふり返っ

たり、決断したり、未来に目標を持つ機会を大事にしてほしい。そして二つ目の「節」は「うまくい

かないとき」。そうしたときに、逃げずに、やるべきことをやりぬく姿勢こそ、「心の節」ができるチ

ャンス。その経験が人としての強さ、たくましさ、しなやかさにつながる。そうした節を作るために

必要な力とは ①あきらめない力 ②人とつながれる力 であるという話をしました。 

 今年はその話に加え、心の節を作る力として、③自分の足で立つ力 について話しました。 

苗代っ子は優しく思いやりがある反面、周囲に気を配りすぎて、何が大事なのか、自分で考え行動す

る力がやや弱いなあと思う時があります。もちろん、人と共に歩むことは大事なのだけど、自分の足

で立ってこそ、人と共に生きる意味がある。依存しすぎることなく、流されすぎることなく、自分で

考え行動することを３学期の目標としてほしい、という話を伝えました。 

  

未来を生きる苗代っ子に、心の節ができるよう、保護者・地域の皆様と共に 

支援したいと思います。 

新しい年です。本年もどうぞ、苗代小に更なるご支援をお願いいたします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

字は心を表す ～書き初め～ 

 

 

 

 

１月８日の始業式後、書き初めを行いました。

「名は体を表す」と言いますが、長く教員をして

いると「字は心を表す」と思います。元気な字、

のびのびとした字、きちんとした字、勢いのある

字、集中している字・・・字から見える一人一人

の良さを伸ばしていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

黒板に思いを込めて ～始業式～ 

 

 

 

 

１月８日の始業式の朝には、どのクラスにも担任の先

生からの温かなメッセージが書き綴られていました。 

明るい思いで３学期をスタートできますように・・・

と一字一字に思いを込めて。３学期のスタートです。 


